
                         

令和元年 9月 6日 

海事局船舶産業課 

 

みらい造船 新工場始動！ 

～地場造船所の復興で、水産業等の活性化に貢献～ 

 

 

 

 

 

 

※みらい造船は、気仙沼市に隣接して存在していた「木戸浦造船」、「小鯖造船鉄工所」、

「澤田造船所」及び「吉田造船鉄工所」の 4つの造船会社の集約により誕生。新工場は、

国内 3例目となる最新鋭の設備「シップリフト」を導入。 

 

○東日本大震災の被災地には、水産業を基幹産業とする地域が多数あり、造船業はそれを

支える重要な役割を果たしています。国土交通省では、東日本大震災により被災した中

小造船事業者の本格的な復興に向けた取組を支援して参りました（別紙参照）。 

 

○今般、当該支援対象の最大事業である「(株)みらい造船」(補助額約 70億円)において、

新工場が完成し、下記のとおり完成式典が開催されます。 

 

 

１．式典名称：みらい造船新工場 完成式典 

 

２．主  催：(株)みらい造船、気仙沼市 

 

３．開催日時：令和元年 9月 8日(日) 

・受  付：11:30～ 

・見学会：12:00～13:00 

・竣工式(神事(着席))：13:30～14:30 

・竣工式(セレモニー(立席))：14:40～14:55 

・祝賀会：16:00～17:30 

※見学会～祝賀会まで、全て取材可能 

 

 

 

国土交通省では、東日本大震災により被災した中小造船事業者の本格
的な復興に向けた取り組みを支援しておりますが、今般、当該復興支援
プロジェクトの目玉である「(株)みらい造船※」の新工場が完成し、そ
の竣工式典が開催されます。 

同時発表：東北運輸局 



【参考：竣工式（セレモニー）次第】 

・開式 

・主催者挨拶  

   (株)みらい造船 代表取締役 木戸浦健歓 

・祝辞  

   内閣総理大臣 安倍晋三 

  （代読 復興大臣 渡辺博道） 

・新工場稼働  

   命名 

   支綱切断（牧野国土交通副大臣ほか） 

・閉式 

 

４．場  所：見学会・竣工式：(株)みらい造船(気仙沼市朝日町 7-5) 

祝賀会：サンマリン気仙沼ホテル観洋ベルサイユの間(気仙沼市港町 4-19) 

 

５．出 席 者：渡辺復興大臣、牧野国土交通副大臣、(公財)日本財団尾形理事長 ほか約

400人が出席予定。（注:本式典は主催者が事前に招待した方のみ出席可能） 

 

６．取材ご案内: 

・竣工式終了後、15:10 メドで会場横にて渡辺復興大臣がぶら下がり記者会見を実施予定。 

・日時は予定であり、変更・中止されることがありますので御了承ください。 

・取材に当たっては、現地担当者の指示に従ってください。取材される方は、みらい造

船入口受付にてお名刺をご提示頂き、かつ、必ず社名入りの腕章をご着用下さい。ま

た、別添の取材登録書で登録をお願いします。 

・竣工式では会場横および後方にプレスゾーンを設けます。特にセレモニー出席者は、

セレモニー中は立ったままの状態となるため、後方から撮影される場合は脚立の用意

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

  

【お問合せ先】  

        海事局船舶産業課：松尾、渡邉 

TEL(代表)03-5253-8111 内線（43-651、43-654） 

TEL(直通)03-5253-8634 

TEL(当日)080-5653-0059   



取 材 登 録 書 
 

取材を希望される方は、事前に FAXで登録をお願いします。 

FAX送信期限：9月 7日（土）17:00 

FAX送信先 ：(株)みらい造船 事務局 小野寺 宛 

FAX番号  ：0226-25-8973 

TEL: 0226-25-8984（(株)みらい造船 事務局 小野寺） 

 

○報道機関名 
 
 
 
○取材者名 
 １） 
 
 ２） 

 
３） 
 

 
○連絡先（代表者のみ） 取材当日に連絡可能な携帯番号等 
 
 
○取材先（ご希望の取材先に○印を記入してください） 
  
    見学式 
   
    竣工式（神事） 
 
    竣工式（セレモニー、復興大臣ぶら下がり会見） 
 
    祝賀会 
 

 ※ 見学式、竣工式：(株)みらい造船(気仙沼市朝日町 7-5) 

※ 祝  賀  会：サンマリン気仙沼ホテル観洋ベルサイユの間(気仙沼市港町 4-19) 

別添 

【当日の連絡先】  

 国土交通省海事局船舶産業課：松尾 

携帯：080-5653-0059 


